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〈表紙写真〉飛ばしてみよう紙飛行機講座（Ｐ 12）

ご利用ください。身障者・マタニティー用駐車場
（Ｐ 2～Ｐ 3）

特集

ありがとう！夢をつないで 40年記念事業の案内
（Ｐ 4～Ｐ５）

えびの市制施行40周年

ありがとう！
夢をつないで 40年



身障者・マタニティー用駐車場案内図
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ご
利
用
く
だ
さ
い

市
役
所
に
新
た
に
身
障
者
・
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
用
の
駐
車
場
を
整
備
し
ま

し
た
。身
障
者
の
方
や
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー（
妊

婦
）
の
方
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
設

置
し
た
も
の
で
す
。

　

場
所
（
上
記
）
は
、
市
役
所
1
階
南
側

で
す
。
雨
天
時
で
も
雨
に
濡
れ
る
こ
と
な

く
車
の
乗
り
降
り
が
で
き
ま
す
。

　

駐
車
場
は
、
約
45
平
方
メ
ー
ト
ル
で
普

通
自
動
車
2
台
が
駐
車
で
き
ま
す
。ま
た
、

車
い
す
で
の
行
き
来
が
し
や
す
い
よ
う
、

車
の
出
入
口
に
１
・
５
メ
ー
ト
ル
幅
の
余

裕
が
あ
り
ま
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置

場
所
に
も
近
く
、
車
い
す
に
乗
っ
た
ま
ま

用
事
を
済
ま
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

足
の
不
自
由
な
方
に
つ
い
て
は
、
守
衛

室
に
車
い
す
を
常
備
し
て
い
ま
す
。
利
用

さ
れ
る
場
合
は
、
お
気
軽
に
守
衛
室
の
職

員
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

市
財
産
管
理
課
施
設
車
両
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
４
７
）

身
障
者
・
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
用

駐
車
場

①市役所北門を通過し、直進します。②市役所正面玄関入り口階段手前のスロー
プ下を通過します。（身障者・マタニティー
用駐車場案内板を設置しています。

③身障者・マタニティー用駐車場案内板が
ありますので、案内板に従います。

④正面が守衛室となっています。その手前
が駐車場となっています。

守衛室

公用車駐車場

キャッシュ
コーナー

北門より

東門より

加久藤中学校ｴﾚﾍﾞ-ﾀ-へ

外来
駐車場

出口方向

１－１

会議室

公用車駐車場

身障者・ﾏﾀﾆﾃｨ駐車場（2台）

①

②

③
④

駐
車
場
へ
の
順
路

●
市
役
所
北
側
か
ら
利
用
の
場
合
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国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
え
び

の
市
の
特
産
品
を
用
い
た
郷
土
料

理
を
食
べ
、
地
産
地
消
の
関
心
を

高
め
ま
す
。
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や
食

育
に
も
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
開
催
日
】
平
成
22
年
10
月
3
日

（
日
）

　

収
穫
の
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち

を
踊
り
で
表
現
し
合
い
ま
す
。

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
“
食
の
祭
典
”

あ
り
が
と
う
！

夢
を
つ
な
い
で
40
年

昭
和
41
年
11
月
3
日
に
、
飯
野
、
加
久
藤
、
真
幸
の
3
町
が
合
併
し
「
え
び
の
町
」
が
誕
生
。

昭
和
45
年
12
月
1
日
に
市
制
を
施
行
し
ま
し
た
。
今
年
、
え
び
の
市
は
、
市
制
施
行
40
周
年

と
な
り
ま
す
。
市
で
は
、
40
年
の
節
目
を
祝
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

田
の
神
さ
あ
お
ど
り
大
会
、
田

の
神
さ
あ
コ
ン
テ
ス
ト
の
出
場
者

を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
要
件
】

○
田
の
神
さ
あ
お
ど
り
大
会

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
概
ね
5
人
以
上
の
チ
ー

ム
を
組
み
、
チ
ー
ム
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

○
田
の
神
さ
あ
コ
ン
テ
ス
ト

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
申
込
方
法
】
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ま
た
は
郵
送
、
メ
ー
ル
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
込
用
紙
は
、
市
企
画
課
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】
平
成
22
年
10
月
29

日
（
金
）

【
そ
の
他
】
え
び
の
音
頭
・
田
の

神
さ
あ
お
ど
り
Ｃ
Ｄ
の
貸
し
出
し

を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
企
画
課

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

　

40
年
の
節
目
を
祝
い
、
先
人
の

偉
業
を
し
の
び
、
こ
れ
か
ら
の
え

び
の
市
の
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

　

え
び
の
市
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
で
、
式
典
、
市
民
表
彰
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。　

【
開
催
日
】
平
成
22
年
11
月
28
日

（
日
）

　

10
年
後
の
成
人
式
で
市
制
施
行

の
節
目
と
自
ら
の
成
人
を
祝
う
た

め
、
文
化
セ
ン
タ
ー
市
民
の
杜
に

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
ま
す
。

　

対
象
は
、
10
年
後
に
成
人
式
を

迎
え
る
市
内
小
学
生
で
す
。

【
開
催
日
】
平
成
23
年
1
月
5
日

（
水
）

　

市
制
施
行
40
年
の
節
目
に
、
環

境
や
水
資
源
へ
の
意
識
を
高
め
る

た
め
に
植
樹
を
行
い
ま
す
。

　

市
中
央
部
北
山
（
高
速
道
路
か

ら
見
え
る
九
州
山
地
南
端
）
に
、

サ
ク
ラ
や
カ
エ
デ
を
植
樹
し
ま

す
。

【
開
催
日
】
平
成
23
年
3
月

　　

講
師
に
落
語
家
笑
福
亭
松
枝
氏

を
招
き
、
男
女
が
互
い
の
人
権
を

尊
重
し
、
だ
れ
も
が
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
に
つ
い
て
の
落
語
講
演
を
行
い

ま
す
。

　

場
所
は
、文
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

【
開
催
日
】
平
成
22
年
10
月
31
日

（
日
）

　

公
用
車
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
入
り
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
つ
け
、
市

制
施
行
40
周
年
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　

来
年
3
月
末
ま
で
行
い
ま
す
。

　

田
の
神
さ
あ
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
を

作
製
し
ま
し
た
。
愛
称
は
「
み
な

ほ
」
で
す
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
随

時
貸
し
出
し
ま
す
。

　

貸
し
出
し
に
つ
い
て
は
、
無
料

で
す
。
使
用
す
る
場
合
は
、
企
画

課
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　　

40
年
の
節
目
に
、
市
民
1
人
ひ

と
り
が
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
、

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
人
権
啓

発
に
関
す
る
標
語
を
募
集
し
ま

す
。

　

対
象
は
、
一
般
、
小
・
中
学
生

で
す
。

　

作
品
の
募
集
は
、
10
月
に
行
い

ま
す
。

　

入
賞
者
に
つ
い
て
は
、
平
成

23
年
1
月
23
日
「
第
20
回
人
権

を
考
え
る
市
民
の
集
い
」
で
表

彰
を
行
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

市
企
画
課
振
興
係

　
　

☎
35
‐
１
１
１
１

　
　
（
内
線
３
２
５
）

　

場
所
は
、文
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

同
時
に
、
も
ち
つ
き
大
会
等
を
行

い
ま
す
。

【
開
催
日
】
平
成
22
年
11
月
21
日

（
日
）

　

収
穫
の
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち

を
田
の
神
さ
あ
に
ふ
ん
す
る
こ
と

で
表
現
し
合
い
ま
す
。

　

場
所
は
、文
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。

【
開
催
日
】
平
成
22
年
11
月
21
日

（
日
）

田
の
神
さ
あ
お
ど
り
大
会

市
制
施
行
40
周
年
記
念
式

典

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
埋
設

記
念
植
樹
祭

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
え
び
の

公
用
車
ロ
ゴ
マ
ー
ク
表
示

着
ぐ
る
み
作
製

　市制施行 40 周年を迎える今年、えび
の市制施行 40 周年記念フレーム切手が
発売されます。
　これは、加久藤郵便局（原山靖夫局長）
が、市制施行 40 周年を迎えることから
企画したものです。
　フレーム切手には、えびの高原や矢岳
高原など、えびの市の四季の風景の 80
円切手 10 枚がセットになっています。
　１シートは 1,200 円で、1,000 シート
が発行されます。フレーム切手は、9月
1 日から、西諸管内の 14 の郵便局で販
売されます。
【お問い合わせ先】
加久藤郵便局
電話 35-1342

市制施行 40周年記念切手発売

人
権
啓
発
標
語
募
集

田
の
神
さ
あ
コ
ン
テ
ス
ト

見　本

出
場
者
募
集
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向
上
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市

税
全
体
の
収
納
率
は
、
県
内
の
他

の
市
町
村
に
比
べ
、
極
め
て
低
い

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

滞
納
額
（
現
年
課
税
分
と
滞
納

繰
越
額
の
合
計
）
は
、
市
税
で
約

２
億
２
千
４
０
０
万
円
あ
り
ま

す
。

　

税
の
滞
納
解
消
は
、
納
期
内
に

納
税
し
て
い
る
市
民
と
の
公
正
・

公
平
性
を
確
保
す
る
う
え
で
、
何

よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
市
で

は
県
と
協
力
し
、
よ
り
厳
し
い
姿

勢
で
滞
納
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

03 01今後の一貫教育を考える

市一貫教育講演会開催

■お問い合わせ先
市学校教育課教育係（内線 411）

一貫教育について講演する川崎辰美さん

　

呉
市
は
、
え
び
の
市
と
同
じ
よ

う
に
、
す
べ
て
の
中
学
校
区
で
小

中
一
貫
教
育
を
推
進
、
9
年
間
を

見
通
し
た
指
導
が
行
わ
れ
、
さ
ま

ざ
ま
な
成
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
、
川
崎
さ
ん
は
、「
学

力
向
上
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

一
貫
教
育
は
、
あ
く
ま
で
手
段
で

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。小
学
校
、

中
学
校
の
良
さ
を
そ
れ
ぞ
れ
で
活

か
し
、
9
年
間
を
見
据
え
て
、
前

向
き
に
、
楽
し
み
な
が
ら
一
貫
教

育
を
進
め
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

■お問い合わせ先
市健康保険課市民健康係（内線 275・284）

の
交
流
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
小
学
校
、中
学
校
、

高
校
が
一
緒
に
な
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
を
育
て
て
い
く
気
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の
講
演
会
は
、

一
貫
教
育
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
市
教
育
委
員

会
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

講
演
会
で
は
、
講
師
に
、
広
島

県
呉
市
立
警
固
屋
（
け
ご
や
）
中

学
校
校
長
の
川
崎
辰
美
さ
ん
を
招

き
、「
心
を
育
て
学
力
を
向
上
さ

せ
る
小
中
一
貫
教
育
の
実
践
」
の

演
題
で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
貫
教
育
講
演
会
が
、
8
月
3

日
、
市
内
小
中
学
校
教
職
員
、
飯

野
高
等
学
校
教
職
員
、
保
護
者
、

教
育
関
係
者
等
、
約
１
７
０
人
を

対
象
に
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
え
び
の
市
学
校
教
育

5
つ
の
挑
戦
を
軸
に
、
21
世
紀
を

担
う
創
造
性
豊
か
な
意
欲
あ
る
人

づ
く
り
、
個
性
と
や
す
ら
ぎ
の
あ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高

校
の
児
童
生
徒
の
交
流
や
教
職
員

特定健診の集団健診を実施
年に 1回は必ず健診を受けましょう

く
だ
さ
い
。

※
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
も
同
時
に
受
診

で
き
ま
す
。

○
申
込
期
限
＝
平
成
22
年
9
月
30

日
（
木
）

○
注
意
事
項

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
が
少
な

い
場
合
は
、
日
程
の
変
更
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
6
月
以
降
、
特
定
健
康
診
査
や

市
の
人
間
ド
ッ
グ
を
医
療
機
関
で

受
け
た
方
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

会
に
集
団
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
昨
年
受
け
た
方
も
、
必
ず
受

け
ま
し
ょ
う
。

【
集
団
健
診
日
程
】

○
実
施
日
・
会
場
＝
平
成
22
年
11

月
12
日
（
金
）、
14
日
（
日
）
保

健
セ
ン
タ
ー

平
成
22
年
11
月
15
日
（
月
）
飯
野

駅
前
地
区
体
育
館

○
受
付
時
間
＝
午
前
8
時
～
9
時

○
対
象
者
＝
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
40
～
74
歳
の
方

○
申
込
方
法
＝
市
健
康
保
険
課
市

民
健
康
係
に
電
話
で
申
し
込
ん
で

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入

の
方
を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
の

集
団
健
診
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。

　

健
診
は
、
毎
年
受
け
続
け
る
こ

と
で
自
分
の
体
の
状
態
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
の
血
管

は
体
と
同
様
に
老
化
し
て
い
き
ま

す
。血
管
の
老
化（
健
康
状
態
）は
、

健
診
を
受
け
な
い
と
知
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

病
院
に
か
か
っ
て
い
な
い
方

や
、
平
日
は
仕
事
で
健
診
が
受
け

ら
れ
な
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機

飯野地区公民館での健診

02県職員 7人に併任辞令を交付

一歩踏み込んだ収納対策

辞令の交付を受ける県の職員

れ
ま
で
以
上
に
税
の
収
納
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

併
任
人
事
交
流
制
度
で
は
、
県

と
市
の
税
務
職
員
が
協
力
し
て
、

差
押
等
の
一
歩
踏
み
込
ん
だ
滞
納

処
分
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

県
職
員
と
市
職
員
相
互
の
徴
収

技
術
の
向
上
を
図
り
、
税
の
収
納

率
の
向
上
と
税
収
の
確
保
を
目
指

し
ま
す
。

　

市
税
の
収
納
率
は
、
平
成
21
年

度
決
算
で
は
、
前
年
度
比
で
、
現

年
課
税
分
が
０
・
6
ポ
イ
ン
ト
、

滞
納
繰
越
分
が
１
・
83
ポ
イ
ン
ト

　

7
月
15
日
、
市
役
所
で
県
職
員

７
人
に
、
併
任
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
と
市
が
協
力
し
て
、
税
の
収

納
対
策
に
取
り
組
む
「
併
任
人
事

交
流
制
度
」
は
、
今
年
で
2
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

併
任
人
事
交
流
制
度
は
、
県
職

員
が
、
え
び
の
市
か
ら
併
任
辞
令

の
発
令
を
受
け
、
県
と
市
の
徴
収

事
務
に
従
事
す
る
も
の
で
す
。
国

の
税
源
が
地
方
に
移
譲
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
市
や
県
で
は
自
主
財

源
の
確
実
な
確
保
の
た
め
に
、
こ

■お問い合わせ先
市税務課収納対策室（内線 212・215）

◎
家
庭
教
育
学
級
の
紹
介

家 学庭 教 育 級 信通

　私は、えびのに来て今年で 4年になります。
幼稚園で、家庭教育学級というのを初めて知
りました。何をするところなのか、さっぱり
わかりませんでした。そんな私が学級長をやっ
てみようと思ったのは、家庭教育学級という
ものをもっと知りたかったからです。
　今年度はまだ十分な活動ができていません
ので、昨年度の実績を話します。
　5月に「子育て」について話し合いました。
子どもとのコミュニケーションのとり方、し
かり方も感情的にならないように長所を見る
ようにすることなどを学び、ほめることの大
切さをあらためて感じました。また、参加
した方々の感想や経験談がたくさん聞けて良
かったです。
　視察研修は、県庁と平和台公園に行きまし
た。施設の見学はもちろん、バスの中では、
今まで話したことのない人と話ができて楽し
かったです。その他ソフトテニスで汗を流し
たり、車いすやアイマスク体験をしたりして、
充実した１年間を過ごしました。普段聞けな
い話が聞けたり、いろいろと体験できたので
楽しかったです。そして何よりも同じ悩みを
持つお母さんたちとの交流が、私の宝物にな
りました。

第２和光幼稚園家庭教育学級長

杉本千恵美さん

文化センターでの作品展示
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（昔ながらのお弁当）

vol.28

◎今月の一品

［
え
び
の
の
う
ま
い
も
の
］

　

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
真
幸
中
学
校
の
生

徒
16
人
と
更
生
保
護
女
性
の
会
真
幸
支
部
の

方
た
ち
で
作
っ
た
「
昔
な
が
ら
の
お
弁
当
」

で
す
。

　

釜か
ま

炊
き
ご
飯
の
お
に
ぎ
り
、
煮
し
め
、
卵

焼
き
、
空
揚
げ
、
が
ね
（
サ
ツ
マ
イ
モ
の
天

ぷ
ら
）
を
竹
の
皮
の
弁
当
箱
で
包
ん
だ
ふ
る

さ
と
料
理
で
す
。

　

竹
の
皮
は
、
保
水
力
・
殺
菌
性
に
優
れ
、

腐
り
に
く
く
、乾
燥
し
に
く
い
の
が
特
長
で
、

弁
当
箱
に
は
う
っ
て
つ
け
で
す
。

【紹介者】

真幸中学校生徒 16人と
更生保護女性の会真幸支部のみなさん

8月29日（日）正午～
（会場：西長江浦上地区弁財天池・南方神社）
※弁財天池での奉納は午前 10時から

広報えびの　89　ebino　city　public　relations.　2010.08

レ シ ピ

　
　
　
　
　
　
え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

r e c i p e

煮しめ
【材料】
ゴホウ、シイタケ、大根、ニンジン、
コンニャク、さつま揚げ（棒天）、昆布、
ざらめ、塩、みりん、、しょうゆ

【作り方】
煮しめ
❶ゴボウ、ニンジン、大根を皮むきし、
長さを切りそろえて、面取りをする。
❷昆布を水に湿し、適当な長さで結び
目を作る。
❸シイタケを水に浸す。浸した水は、
だしとして使う。
❹コンニャクは、適当な大きさに切り、
塩もみする。
❺鍋に水を入れ、シイタケのだし汁を
加え、ゴボウ、大根、ニンジン、コンニャ
ク、昆布を入れ、煮る。
❻大根、ニンジンが煮えたら、しょうゆ、
ざらめ、みりんを加え味を調え、最後
に塩を加える。
❼さつま揚げ（棒天）を最後にいれ、
ひと煮立ちさせる。

大
太
鼓
踊
り
［
南
方
神
社
大
祭
］

写
真
／
昨
年
弁
財
天
池
で
奉
納
さ
れ
た
大
太
鼓
踊
り

えびの
四季彩色
Seasons　Color　of　Ebino
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vol.65◎
自
公
連
だ
よ
り

※
自
公
連
・
・
・「
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
」の
略
称
。

が ！ん ば る 公 館民

アトリエで絵を描く入江さん

真幸駅周辺環境整備

　

西
内
竪
地
区
は
、
え
び
の
市
最

西
端
に
位
置
す
る
集
落
で
す
。

　

今
か
ら
38
年
前
の
昭
和
47
年
7

月
6
日
に
発
生
し
た
山
津
波
に

よ
っ
て
一
瞬
の
う
ち
に
集
落
が
の

み
込
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
１
４
０

あ
っ
た
世
帯
が
、
家
が
流
さ
れ
住

み
慣
れ
た
古
里
を
出
て
行
っ
た
人

た
ち
も
い
て
、
今
で
は
47
世
帯
92

人
と
な
り
ま
し
た
。
地
区
で
も
高

齢
化
が
進
み
、
60
歳
以
下
が
10
人

で
、
そ
の
内
子
ど
も
は
高
校
生
と

2
歳
児
の
2
人
で
す
。

区民のいこいの場所
として
（西内竪自治公民館）

　

西
内
竪
地
区
に
は
、
た
く
さ
ん

の
宝
物
が
あ
り
ま
す
。
日
本
三
大

車
窓
を
誇
る
Ｊ
Ｒ
薩
肥
線
は
、
開

通
１
０
０
年
を
迎
え
、
木
造
駅
舎

の
真
幸
駅
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

日
本
棚
田
１
０
０
選
の
１
つ
の
真

幸
棚
田
が
あ
り
ま
す
。
あ
の
恐
ろ

し
か
っ
た
山
津
波
に
も
負
け
ず

や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
こ
の
自
然

が
地
域
活
動
の
原
動
力
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

特
に
真
幸
駅
周
辺
の
環
境
整
備

に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
春
に
は
菜
の
花
・
秋
に
は
コ

ス
モ
ス
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
と
て

も
き
れ
い
で
す
。
地
元
自
治
活
動

の
た
ゆ
ま
ぬ
協
力
が
大
き
な
礎
に

な
っ
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま

す
。

　

西
内
竪
地
区
は
、
高
齢
化
が
進

み
限
界
集
落
だ
と
の
懸
念
も
あ
り

ま
す
が
、現
在
の
住
民
と
と
も
に
、

希
望
あ
る
明
る
い
地
域
と
し
て
西

内
竪
地
区
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
月
は
小
林
市
に
あ
る

「
炭た

ん
か
ぼ
く

化
木
」
と
高
原
町
に
あ
る

「
矢や

た
け岳

」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

新
燃
岳
の
周
り
で
は
、「
炭

化
木
」
と
呼
ば
れ
る
立
ち
木
の

ま
ま
炭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
モ

ミ
や
ツ
ガ
が
た
く
さ
ん
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
新
燃
岳
の
麓
に
は
豊
か

な
森
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

１
７
１
６
～
１
７
１
７
年
に
か

け
て
新
燃
岳
の
大
噴
火
が
起
こ

り
、
火
砕
流
が
森
に
押
し
よ
せ

て
き
ま
し
た
。
火
砕
流
が
あ
ま

り
に
も
高
温
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
の
際
、
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た

樹
木
は
そ
の
ま
ま
炭
に
な
り
ま

し
た
。
長
い
年
月
が
過
ぎ
、
雨

な
ど
に
よ
っ
て
地
面
が
削
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
の
よ
う

に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

矢
岳
（
１
１
３
２
ｍ
）
に
は

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
群
生
し
て
い
ま

す
。
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て

花
が
咲
き
誇
り
、
ピ
ン
ク
や
赤

の
鮮
や
か
な
混
彩
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
頂
上
で
は
古

木
に
群
生
し
て
い
る
巨
大
な
ヤ

マ
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
、
登
山
者
を

驚
か
せ
ま
す
。
ミ
カ
エ
リ
ソ
ウ

や
コ
ウ
モ
リ
ソ
ウ
な
ど
の
珍
し

い
植
物
も
多
く
群
生
し
て
い
ま

す
。

○
高
原
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
42 -

２
１
１
１

■
炭
化
木

■
矢
岳

西内竪
自治公民館長
鶴田守さん

炭化木

ヤマツヅジ
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ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊

え び の の ひ と

入江万理子さん

　「
絵
を
も
っ
と
描
き
た
い
と
思

い
今
年
の
3
月
に
え
び
の
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
入

江
万
理
子
さ
ん
（
水
流
区
）
で
す
。

　

入
江
さ
ん
の
絵
は
油
彩
で
す
。

部
屋
等
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
華
や
か

な
背
景
に
、
イ
ス
や
ベ
ッ
ド
等
の

家
具
が
融
け
込
む
よ
う
に
配
置
さ

れ
た
幻
想
的
な
も
の
で
す
。
入
江

さ
ん
は
、「
見
た
人
が
和
む
よ
う

に
身
近
な
も
の
を
題
材
に
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。
使
用
す
る

カ
ン
バ
ス
は
、
縦
横
１
６
０
セ
ン

チ
と
大
き
い
も
の
で
す
。

　

入
江
さ
ん
が
絵
を
好
き
に
な
っ

た
の
は
、
小
学
生
の
時
に
描
い
た

絵
で
賞
を
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
そ
の
後
、
絵
の
勉
強
が

し
た
い
と
、
広
島
の
大
学
で
美
術

を
学
び
ま
し
た
。
国
展
（
国
画
会

主
催
の
展
覧
会
）
に
も
出
展
し
、

こ
れ
ま
で
に
入
選
を
数
回
し
て
い

る
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。
今
で
は
、

年
数
回
個
展
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

入
江
さ
ん
は
、「
絵
を
描
い
て

る
途
中
、
ひ
ら
め
い
て
思
っ
た
以

上
の
絵
が
描
け
る
時
が
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

今
後
の
夢
を
聞
く
と
「
え
び
の

で
個
展
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
の
描
く
絵
は
大
き
く
、

な
か
な
か
個
展
を
開
け
る
場
所
が

あ
り
ま
せ
ん
。
個
展
を
開
け
る
場

所
が
あ
れ
ば
、
個
展
を
開
き
、
え

び
の
市
の
皆
さ
ん
に
私
の
絵
を
見

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

絵を見た人に
勇気と元気を与えたい

　

今
は
、
部
屋
な
ど
の
絵
を
描
い

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
え
び
の

の
自
然
豊
か
な
風
景
な
ど
も
描
き

た
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

入
江
さ
ん
の
作
品
は
、
9
月
15

日
か
ら
27
日
に
湧
水
町
の
い
き
い

き
セ
ン
タ
ー
く
り
の
郷
で
開
か
れ

る
個
展
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

いりえ・まりこ／ 28 歳／水流区／／趣
味は、絵を描くこと（暇があれば絵を
描く）、買い物

Mariko　Irieそ
の
11
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夏
の
昆
虫
展
が
、
7
月
23
日
か
ら
市

歴
史
民
俗
資
料
館
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

昆
虫
展
で
は
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ

ブ
ト
や
コ
ー
カ
サ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト
等
海

外
の
標
本
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ
タ
と

触
れ
あ
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
訪
れ
た

子
ど
も
た
ち
が
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ

タ
と
触
れ
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

祖
母
と
訪
れ
た
内
窪
愁
君
は
、「
カ

ブ
ト
ム
シ
は
、
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
う

ま
く
捕
ま
え
る
事
が
で
き
た
」
と
満
足

げ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
昆
虫
展
は
、
8
月
28
日
ま
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

めがね橋の草刈りを行う地区の方

標本に見入る来場者

体操を楽しむ参加者

　

7
月
28
日
、
西
川
北
菅
原
神
社
で
牛

越
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
口
蹄
疫
の
影
響
で
牛
た
ち

の
勇
敢
な
ジ
ャ
ン
プ
は
な
く
、
神
事
の

み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
持
つ
牛
越
祭
り
で
し
た
が
、

神
事
の
み
行
わ
れ
る
の
は
戦
後
初
で

す
。

　

西
川
北
区
長
白
坂
重
之
さ
ん
は
、「
今

年
は
悲
し
く
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。

西
川
北
か
ら
口
蹄
疫
を
出
さ
な
か
っ
た

の
は
、
牛
越
祭
り
保
存
会
の
青
年
部
、

消
防
団
、
地
区
の
方
の
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
す
。
来
年
は
、
２
年
分
の

牛
越
祭
り
を
行
い
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

雨の中行われた神事

見
て
、
触
っ
て
夏
の
昆
虫
展

見
違
え
る
有
形
文
化
財

　

7
月
12
日
、
真
幸
中
学
校
で
「
子
ど

も
が
作
る
弁
当
の
日
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
の
給
食
は
な
く
、
代
替
に

自
分
で
作
っ
た
弁
当
が
給
食
と
な
り
ま

す
。

　

子
ど
も
が
作
る
弁
当
の
日
は
、
弁
当

を
自
分
で
作
る
こ
と
で
親
子
の
ふ
れ
あ

い
、
父
母
へ
の
感
謝
、
自
分
で
で
き
事

を
見
つ
け
る
実
践
力
の
定
着
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

真
幸
中
学
校
の
緒
方
俊
郎
校
長
は
、

「
8
月
に
生
徒
を
対
象
に
料
理
教
室
を

行
い
ま
す
。
10
月
ま
で
に
は
、
生
徒
全

員
が
自
分
で
弁
当
を
作
れ
る
よ
う
に
し

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

7
月
16
日
、
岡
元
小
学
校
の
藤
嶋

智
夏
さ
ん
（
6
年
）、
坂
下
春
夏
さ
ん

（
6
年
）、
黒
木
舞
さ
ん
（
6
年
）、
坂

下
亮
太
さ
ん
（
5
年
）
が
市
長
を
訪
問
。

第
39
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
宮
崎
県

大
会
で
の
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

代
表
し
て
6
年
坂
下
春
夏
さ
ん
が
、

「
え
び
の
市
が
口こ
う
て
い
え
き

蹄
疫
で
暗
く
な
っ
て

い
る
の
を
感
じ
て
、
優
勝
の
話
題
で
少

し
で
も
明
る
く
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
、
が
ん
ば
り
ま
し
た
」
と
優
勝
の

報
告
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
自
転
車
の
交
通
マ

ナ
ー
と
運
転
技
術
の
向
上
を
図
り
、
交

通
事
故
防
止
に
役
立
て
る
目
的
で
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

7
月
25
日
、
市
民
図
書
館
で
「
飛
ば

し
て
み
よ
う
紙
飛
行
機
」
講
座
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
し
た
親
子
34
人
は
、
紙
ヒ

コ
ー
キ
の
種
類
と
折
り
方
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
紙
ヒ
コ
ー
キ
の
種
類
は
、

「
へ
そ
飛
行
機
」、「
や
り
飛
行
機
」、「
ス

カ
イ
キ
ン
グ
」
等
が
あ
り
ま
す
。
1
番

人
気
は
、「
ス
カ
イ
キ
ン
グ
」
で
し
た
。

参
加
者
は
、
思
い
思
い
の
紙
ヒ
コ
ー
キ

を
作
り
、
飛
ば
し
て
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
と
参
加
し
た
飯
野
小
学
校

2
年
中
島
栞
奈
さ
ん
は
、「
う
ま
く
作

れ
ま
し
た
。折
り
方
は
簡
単
で
し
た
が
、

飛
ば
し
方
が
難
し
か
っ
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

岡元小学校の児童 4人と市長、教育長

弁当を食べる前にみんなに披露

紙飛行機を飛ばす子どもたち

元
気
に
優
勝
報
告

手
作
り
弁
当
を
給
食
に

い
ざ
、
テ
イ
ク
オ
フ

　

７
月
25
日
、
国
の
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
て
い
る
「
め
が
ね
橋
」
と
「
享

保
水
路
太
鼓
橋
」
の
草
刈
り
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

草
刈
り
に
は
、
下
大
河
平
地
区
の
有

志
約
20
人
が
参
加
し
、
背
丈
ほ
ど
伸
び

た
草
が
刈
ら
れ
る
と
、
見
違
え
る
よ
う

に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
大
河
平
区
長
池
田
満
次
さ
ん
は

「
毎
年
、
年
3
回
、
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
地
区
で
の
高
齢
化
が
進
む
中
、

参
加
者
の
確
保
や
急
傾
斜
で
の
作
業
な

ど
心
配
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
し
か

し
、
地
域
の
宝
を
守
り
後
世
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
心
を
一
つ
に
し
て
が
ん
ば
り

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

戦
後
初
の
牛
越
祭
り

地
域
で
の
支
え
合
い

　

7
月
29
日
、
池
島
地
区
公
民
館
で
ふ

れ
あ
い
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
65
歳

以
上
の
1
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
等
、
16

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
柔
軟
体
操
後
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
頭
の
体
操
な
ど
を
行
っ

て
過
ご
し
ま
す
。
地
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
作
っ
た
昼
食
を
食
べ
、
参
加

者
同
士
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
が
社
会
福
祉
協
議

会
へ
委
託
し
た
事
業
で
す
。
地
域
の
公

民
館
を
拠
点
に
毎
月
1
回
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
口
蹄
疫
の
非
常
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
、
池
島
地
区
公
民
館
か
ら
再
開

さ
れ
ま
し
た
。
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information

お知らせ
コーナー

i n f o r m a t i o n

◎えびの市役所 ▼ ▼ ▼ 　☎ 0984‐35‐1111

世帯あたり 50,000 円（5 セッ
ト）までとなります。
・土、日、祝日の販売はありま
せん。
・商品券の販売は、完売となり
次第終了となります。
　えびの市商工会
☎ 35-1544
　市観光商工課企業誘致・商工
対策室
（内線 333）

　市では、えびの市表彰条例に
基づき、本市の振興発展および
市民生活の向上等に尽力され、
その功績が顕著な方々を表彰し
ます。今年度は、市制 40 周年
を記念して団体表彰も行いま
す。
　表彰候補者の推薦をお願いし
ます。
【対象および表彰の種別】次の

①～⑤に該当し、市民表彰候補
者の年齢が原則として 75 歳以
上の方とします。ただし、特例
的なものはこの限りではありま
せん。
①地方自治の進展に貢献した方
または団体
②産業経済の発展に貢献した方
または団体
③教育、芸術、体育、その他文
化の進展に貢献した方または団
体
④公共の福祉に貢献した方また
は団体
⑤市民生活の向上、社会道徳の
高揚に貢献した方または団体
【表彰式】平成 22 年 11 月 28
日（日）市制施行 40 周年記念
式典
【推薦方法】市企画課秘書係に
用意してある功績調書を提出し
てください。
【応募締切】平成 22 年９月 30
日（木）
　市企画課秘書係
（内線 302）

不適正な利用はご遠慮ください

7 月の活動状況 火災 1件 年計 5件
［えびの消防署管内］ 救急 53 件 年計 380 件

　えびの市管内の救急出動件数は、10 年前と比較して
221 件増加し、平成 21 年中は 772 件の救急出動となりま
した。
　出動件数の増加や、他市への搬送などで救急車が救急
現場へ到着する時間が遅くなる傾向にあります。（えびの
署の救急車が出動している場合は小林市から出動します）
　えびの市では 1台の救急車が昼夜を問わず稼働してい
ますが、近年明らかに緊急性が低いと思われる要請も少
なくなく、不適正なケースも見受けられます。不適正な
救急車の利用は、救急性があり本当に救急車を必要とし
ている人に対して、適切な救命処置等が遅れ、救える命
が救えなくなる心配があります。
　市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

7 月の交通事故 人身 　8 件 年計 65 件
　発生状況 物件 33件 年計 178 件

　宮崎県内では、平成 22 年 7 月までに交通事故で 31 人
の人が亡くなっています。その内の 3人は飲酒運転がら
みの交通事故によるものです。
　飲酒運転をして交通事故を起こすと、逮捕、高額の罰金、
運転免許の取り消し等の処分が待っています。飲酒運転
を自分がしないことは当然ですが、
・車の運転手に酒類を提供すること
・飲酒運転の車に同乗すること
・飲酒している人に車両を提供すること
等も、飲酒運転者と同罪になります。
　市民一丸となり、えびの市から飲酒運転を根絶しましょ
う。

飲酒運転根絶運動実施中

　今年、金婚式を迎える方はい
ませんか。
　市では、結婚 50 周年を迎え
る皆さんを招待し、「金婚祝賀
会」を下記のとおり開催します。
多数のご出席をお待ちしていま
す。
【開催日時】平成 22 年 11 月 5
日（金）
午前10時～（受付：午前9時～）
【会場】市文化センター
【対象者】昭和 35 年に結婚さ
れた方
【申込方法】市長寿介護課まで
電話で申し込むか、2人の氏名・
住所・電話番号を記入したハガ
キで申し込みください。
【申込期限】平成 22 年 10 月 8
日 ( 金 )
〒 889‐4292　えびの市大字
栗下 1292
市長寿介護課長宛
　市長寿介護課高齢者係
（内線 268）

※事前予約は不要です。
◎専門の医師によるこころの健
康相談
　不安やイライラが強い、気分
が沈む、眠れない・・・などの
相談を行います。

【開催日】9月 28日（火）
【開催時間】午後 1 時 30 分～
午後 3時 30分

【開催場所】小林保健所
※相談無料、事前に予約が必要
です。
◎アルコール家族教室
　家族がアルコール依存症で、
悩んでいらっしゃる方などの相
談を行います。
　アルコール依存症について学
び、自分自身の幸せな生き方に
ついて、みんなで話し合ってみ
ませんか。

【開催日】9月 14日（火）
【開催時間】午後 1 時 30 分～
午後 3時 30分

【開催場所】小林保健所
　小林保健所
☎ 23‐3118

　市では、口
こうていえき

蹄疫復興対策の１
つとして、市内の消費拡大と地
域経済の振興を目的として２割
分のプレミアムが付いた商品券
補助事業に取り組みます。

【販売価格】１セット 10,000
円（1,000 円券× 12枚）

【販売場所】えびの市商工会、
市役所、市飯野出張所、市真幸
出張所

【販売期間】平成 22 年 9 月 10
日（金）までの平日

【販売時間】午前 10 時～午後
3時

【使用期限】平成 22 年 12 月
31日

【注意事項】・商品券購入は、1

　宮崎県は、郷土の美しい自然
や街並みを守るため、「宮崎県
屋外広告物条例」を定めていま
す。毎年 9 月 1 日から 10 日ま
では、「屋外広告美化旬間」です。
　皆さんのご理解とご協力をお
願いします。
○「屋外広告物」とは、はり紙
や店舗の看板、道路沿いの広告
版など、建物の外に表示 ･設置
している広告物のことをいいま
す。
○店舗の看板など屋外広告物を
出すときは、原則として許可が
必要です。
○美しい風景を守るために、屋
外広告物の表示や設置ができな
い場所（地域）があります。
※詳しいことは、最寄りの土木
事務所にお問い合わせくださ
い。
　小林土木事務所
☎ 23-5165

　全国的に地上デジタル放送対
応に係る悪質商法が発生してい
ます。
　今後、2011 年 7 月のデジタ
ル完全移行に向けて悪質商法が
増加することが予想されます。
　下記に不当な金銭の請求事例

を掲載していますのでご注意く
ださい。
【事例１】
　「総務省から派遣されてやっ
て来た。地上アナログ放送
が 10 年間延長できる工事を
3,000 円でする」と勧誘された。
○アドバイス
　「行政機関、放送事業者が地
デジ対応の工事を理由に現金を
要求することは一切ありませ
ん。また、地上アナログ放送は
2011 年 7月に終了します。」
【事例 2】 
　総務省と名乗るセンターから
やってきたと、業者が事前の連
絡なく訪問してきた。アドバイ
スらしきものやアンケートを受
けたが、最後に費用を請求され
た。
○アドバイス
　デジサポ（総務省テレビ受信
者支援センター）によるご相談
等は無料で実施しています。ま
た、デジサポの専門家による各
世帯の戸別訪問は、事前に電話
でご連絡の上、実施しています。
　デジサポみやざき
☎ 0985‐68‐2211
　市企画課情報係
（内線 451）

　小林保健所では、下記相談を
行います。
◎自死遺族のつどい
　大切な人への思い出を、同じ
立場、様々な思いを抱えた方々
とともに語り合い、分かち合う
場として行います。
【参加対象者】大切な人を自死
（自殺）で亡くされた方
【開催日】9月 25日（土）
【開催時間】午後 1 時～午後 3
時
【開催場所】小林保健所

・お知らせ・

こころの相談などのご案内

地上デジタル放送に関する悪質
商法にご注意ください。

市民表彰、市制施行 40周年記
念団体表彰候補者募集

・募　　集・

問

問

金婚式を迎える皆さまへ

知っていますか？守っています
か？宮崎県屋外広告物条例

問

ご利用ください。プレミアム付
き商品券

広報えびの　1415　ebino　city　public　relations.　2010.08

問

問

問

問

問



掲　示　板

L e t ' s 　 L e a d 　 A 　 H e a l t h y 　 L i f e 　 !

！いきいき　健康

画 だ より同 参男 女共

掲　示　板
心の一首一句

あなたもつくってみませんか。
（短歌）竹下妙子さん☎ 0984‐37‐3056
（俳句）阿野文雄さん☎ 0984‐37‐1653

（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 0984‐37‐2528 まで。

BOOK　CORNER ■推薦：市民図書館

Editor's ◎編集後記

おすすめの
ありますか、好きだと言える一冊が。

一冊

　物忘れが少しでも増えると、計算ドリルなど

の「脳トレーニング」グッズでボケないように

脳を鍛えなければならないと思っていません

か？

　しかし、ストレスによる物忘れの場合は、オー

バーヒート手前の車のエンジンみたいなもの

で、決して鍛えてはいけません。そんな時は、

いったん車を止めてエンジンをさますように、

脳を休めましょう。もし、ここで無理をすると

心をリラックスさせる脳内物質セロトニンが少

なくなり、不眠になったり、気分が極端に落ち

込み、生きる意欲さえなくなったりします。こ

れがいわゆる「うつ病」です。

　身体を動かさないでいると、ストレス反応は

身体の中に次第にたまっていきます。交感神経

の興奮やストレスホルモンの分泌が続き、つい

気に笑
って

健康
え び の

には高血圧や高血糖を引き起こします。

　脳を休ませるためには、まず、身体を動かす

ことです。体を動かすことで体にたまったスト

レスを帳消しにしてくれます。

　アロマセラピー・森林浴・朝日を浴びながら

の散歩・余計な雑音のない環境・お風呂・腹式

深呼吸・会話等を楽しみながらリラックスして

おいしい食事をとることなども脳を休めます。

　日本人は「和をもって尊しとなす」という言

葉があるように　狭い国の中で秩序を守るた

め、よそ者や変わり者を排除してしまいがちと

いわれます。それがストレスをためこんでしま

う原因の 1つともいわれています。時には、自

分の周りとは大きく価値観の異なる人や環境に

身をおいて脳を休ませましょう。

参考文献：「脳は鍛えるな！」酒谷薫著

『　くじけないで　』

　「あと少しこっちに居るわ。やり残した
ことがあるの」もうすぐで百歳になる柴田
トヨさんの処女作品集。テレビでも紹介さ
れ話題になりました。みずみずしい感性で
つづられた詩には、キラキラと輝く生の言
葉が溢れ、いい風に吹かれたみたいに爽や
かな気分になれます。
　「私しっかり生きてます。あなたもくじ
けないで」やさしく微笑むトヨさんに、肩
を叩かれた気がする、そんな一冊です。

　
　
　
熊
蝉せ

み

は
鎧

よ
ろ
い

の
武
者
か
こ
の
森
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

決
戦
場
と
炎

ほ
む
ら

し
て
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
浦
区
　
藤
井
猪
徳

　

熊
蝉
は
日
本
の
セ
ミ
類
中
最
大
で
四
・
五
セ
ン
チ
黒
色
で
翅は
ね

は
透
明
で
緑
色
の
翅

脈
を
有
し
、
盛
夏
の
頃こ
ろ

「
し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
」
と
喧け
ん
そ
う噪
と
言
え
る
鳴
き
声
は
ま
る
で
樹

林
の
中
は
決
戦
場
の
様
で
あ
る
。
数
年
を
地
中
で
生
き
、
地
上
で
は
七
日
の
儚
は
か
な

い

命
を
懸
命
に
生
き
る
も
の
の
終つ
い

の
詠う
た

で
あ
る
と
作
者
は
人
生
を
重
ね
て
思
う
の
で
あ

る
。
秀
歌
と
言
い
た
い
。

　

　
　
　
一
閃
の
か
く
も
重
た
き
原
爆
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
鳥
区
　
中
堀
ふ
じ
子

　

こ
の
夏
、
友
人
た
ち
と
長
崎
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
初
め
て
爆
心
地
に

行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
だ
長
崎
原
爆
の
日
よ
り
も
だ
い
ぶ
前
で
し
た
が
訪
れ

る
人
の
群
れ
は
絶
え
間
な
く
、
特
に
外
国
人
が
多
い
よ
う
で
し
た
。
戦
後
生
ま
れ
の

私
に
は
伝
え
て
聞
く
こ
と
で
し
か
戦
争
の
悲
惨
さ
、
原
爆
の
む
ご
さ
を
知
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
年
齢
に
な
る
ま
で
戦
争
を
体
験
し
な
か
っ
た
幸
せ

を
子
ど
も
た
ち
の
世
代
に
も
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
「
夏
が
来
た
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
常
昌

空
が
真
っ
青
に
な
っ
た

雲
が
白
く
輝
い
た

日
差
し
は
強
い
の
に

海
か
ら
乾
い
た
風
が
吹
い
て
来
る

キ
ュ
ウ
リ
を
噛
り
な
が
ら

は
だ
し
で
駆
け
て
行
っ
た

少
年
の
頃

あ
の
日
と
同
じ
夏
が
来
た

今月、図書館の「飛ばしてみよう紙ヒコーキ講座」に取
材に行きました。子どもたちが紙ヒコーキを飛ばす一

生懸命な姿は、幼少時代、紙ヒコーキを作り飛ばしていた
時を思い出し、自分にもあんな無邪気な時があったんだよ
なと感じさせられました。また、紙ヒコーキの種類の多さ
にも驚きました。
　非常事態宣言解除後、各地区でのイベント等が行われる
ようになってきたのではないかと思います。地区でのイベ
ント情報等ありましたら、お気軽に連絡ください。
　

短
　

歌
俳
　

句

詩

柴田トヨ／著
（飛鳥新社）

（
自じ

ち
ゅ
う註
）

（
評　

竹
下
妙
子
）

　　

貼り付け作業を行う生徒
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今月の
納税

■鞍津輪保健師（健康保険課）
脳を休ませていますか？
脳を休ませて、うつ病を予防しましょう！

「メディア・リテラシー講座」
にする人が他人を大切にできる人であるというこ
と」「他人を否定せず、Ⅰ（アイ）メッセージ「私
は～と思う、あなたは…。」で対話をすること」
を生徒たちに伝えていました。
　生徒たちは講座終了後「男女の区別・差別をせ
ず、人権について普段の生活の中でも生かしてい
きたい」「性別に関係なく 1人ひとりを大切にす
るよりよい社会になればいい」などの感想文を提
出してくれました。「男性は、男らしく○○に」「女
性は、女らしく○○に」とよく言われますが、『自

市県民税　　　　第 2期
国民健康保険税　第 2期
8 月 31 日までに納めましょう。

◎えびの市の人口
　男性／ 10,070 人（－ 16 人）
　女性／ 11,443 人（＋ 2人）
　合計／ 21,513 人（－ 14 人）
◎えびの市の世帯数　　　　　
　9,192 世帯（－ 5世帯）

（平成 22年 8月１日現在）

転入／ 60 人
転出／ 62 人
出生／ 10 人
死亡／ 22 人

　先月、真幸中学校の 1年生（42 人）を対象に
してメディア・リテラシー講座「自分をすきにな
るためにメディアを読み解く力をつけよう」を開
催しました。
　生徒たちは、同世代がよく見る雑誌や漫画の人
物像を何枚も切り抜いて模造紙に貼り付け、メデ
ィアが発信する男性像・女性像（容姿）を分析し、
グループごとに発表。「男の人は眼鏡をかけてい
るが、女の人はかけていない」「女の人はスカー
トを着ている人が多い」「女の人は笑顔だが、男
の人は笑っていない」などと分析していました。
　講師の高崎恵氏（オフィスピュア）は、「周り
と比較して『違う』こと（もの）を排除する（仲
間に入れない等）のではなく、『違い』からの発
展や、『違い』を尊重するということ」「比較する
のは『自分（過去の自分）』であり、自分を大切

分らしく』を大切にし
て、自分を見つめ直し、
何事にも自分らしく過
ごせる社会づくりをえ
びの市は推進します。
（文 /企画課振興係）
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あ
っ
か
こ
さ
ん
祭
り
と
秋
葉
神
社

142

（
辺
川
御
前
）
の
死
を
弔
う
た
め
に

保ほ
じ
ゅ
い
ん

寿
院
を
建
て
ま
し
た
。
保
寿
院
の

御
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
、仏
像
は
、

球
磨
御
前
の
顔
に
似
せ
て
造
ら
せ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
元
年
三
月
一
七
日
、
廃
仏

毀き
し
ゃ
く釈

令
が
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
時
、

首
を
切
ら
れ
た
仏
像
は
埋
め
ら
れ
ま

し
た
。
後
に
、
こ
の
仏
像
は
掘
り
出

さ
れ
、
現
在
の
場
所
に
安
置
さ
れ
た

も
の
で
す
。

【
注
一
】
静
岡
県
秋
葉
山
本
宮
秋
葉

神
社
は
、
正
式
な
社
号
は
、「
秋
葉

山
本
宮
、
正
一
位
秋
葉
神
社
」
と
言

い
ま
す
。「
秋
葉
の
火
祭
り
」
は
有

名
で
す
。
祭
神
は
、「
火
の
神
」
で

「
火ほ

の
か
ぐ
つ
ち
の
お
お
が
み

之
迦
具
大
神
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

飯
野
麓
区
に
は
、「
あ
っ
か
こ
さ

ん
祭
り
」
正
式
に
は
、「
秋
葉
講
様

祭
り
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
葉
神
社
を
祭
り
地
区
の
無
病
息

災
を
祈
る
行
事
で
す
。
秋
葉
講
祭
り

の
「
講
」
と
い
う
の
は
、
寄
り
合
い

の
こ
と
で
す
。
毎
年
一
月
一
七
日
ご

ろ
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

島
津
義
弘
が
慶
長
十
年

（
一
六
〇
六
年
）
十
月
五
日
に
天
竜

川
で
川
留
め
に
あ
っ
た
際
、
静
岡
の

秋
葉
神
社
【
注
一
】
に
参
詣
し
ま
し

た
。（
静
岡
県
豊
橋
市
の
資
料
館「
三

川
宿
本
陣
」に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）

義
弘
は
参
詣
し
た
時
に
も
ら
っ
た
お

守
り
札
を
、
飯
野
城
の
三
の
丸
の
一

角
の
祠

ほ
こ
ら

に
奉
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

四
〇
〇
年
間
、
地
区
の
安
全
と
息
災

を
祈
る
行
事
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
行
事
が
、「
あ
っ
か
こ
さ

ん
祭
り
」
で
す
。

　

今
か
ら
一
六
一
年
前
、
嘉
永
二

年
（
一
八
四
九
年
）
五
月
に
は
、
麓

の
代
表
五
人
が
遠
州
の
国
（
今
の
静

岡
県
）
の
秋
葉
神
社
に
参
詣
し
て
い

ま
す
。（
朝
稲
家
宅
の
古
文
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
）
し
か
し
、
ど
の

よ
う
な
い
き
さ
つ
で
、
秋
葉
神
社
を

参
詣
し
た
の
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

平
成
七
年
七
月
七
日
に
祖
先
の

方
々
の
思
い
を
後
世
ま
で
残
す
意
味

で
、
飯
野
の
町
に
新
町
公
園
と
島
津

義
弘
と
地
区
民
の
ゆ
か
り
の
秋
葉
神

社
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

秋
葉
神
社
の
横
に
は
、
首
切
り

地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
約

四
〇
〇
年
前
、
義
弘
が
球
磨
御
前

新町公園と島津義弘、地区民ゆかりの秋葉神社

（
文
／
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）

広報えびのは環境にやさしい大豆油
インキを使用しています。


